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Amazing Things Happen!



【Lilly】ADHDのお子さんの日常：アニメ「正し
い理解のために」



ぼくはこんなことが大変です



自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部3年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Agenda

1.今の子どもたちに求められている力
2.子どもたちの困難さ
3.Topics（代替手段）
4.治療教育的アプローチ
5.機能代替的アプローチ
6.まとめ



Chapter 1
学習に立ちはだかる壁



本人の努力 
　よじ登る（訓練する） 
合理的配慮 
　持ち上げてもらう（力を借りる） 
　回避する（代替手段） 
基礎的環境整備 
　壊す（ルールを変える） 
社会変革・支援者の意識改革 
　超えずに済ます（価値観を変える）

周囲の負荷

低い

高い

子どもの負荷

高い

低い

Trade-off　⇒　Win-Winへのパラダイムシフト

壁（困り）の超え方



よじ登る（訓練する）
とにかく自力で目の前の壁を超える



持ち上げてもらう（力を借りる）
壁を低くして自力で超えやすくする



回避する（代替手段）
壁を迂回して自力で壁の向こうへ



壊す（ルールを変える）
壁じゃなかったんだ！

座ってられなくても・・ 顔を見て話せなくても・・



超えずに済ます（価値観を変える）
そもそも壁（困り）だったの？！

文字の読み書きが出来ない



Read、Write、calculate、store、guess   =  convenience

読む、書く、計算する、記憶する、推測する は、 
代替手段のない時代には必須 
今の時代はコンビニエンス(便利)

Academic Skills
学び方が違う



合理的配慮



基礎的環境整備



Chapter 2
困難さ



読むこと



文字にこだわってしまう



見えに問題がある



音韻処理できない



書くこと



姿勢・持ち方が 
悪いと書くのは大変



左利きの人は大変！！ 

ノートを見ずに書くか 
手を巻き込まなければ 
書いた箇所が分からない



音韻処理できないと 
板書を写すのは大変



聞くこと



必要な音を聞き分けられない



ワーキングメモリ 
短期記憶が弱い



Chapter 3
ICTなどでの支援







Daisy教科書

http://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/index.html

http://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/index.html


AMIS



AccessReading

http://accessreading.org

http://accessreading.org


WORD ＋　和太鼓



音声教材BEAM

http://www.npo-edge.jp/work/audio-materials

http://www.npo-edge.jp/work/audio-materials


mp3ファイルのサンプル



ペン型ワイヤレススキャナー



VOCAペン



EchoSmart Pen



Chapter 4
治療教育アプローチ

（困りを克服するために使用する）



見る







キネティック動体視力：KVA



静止視力



ダイナミック動体視力：DVA



コントラスト感度



深視力（距離感）



瞬間視力



眼と手の協応動作



治療教育的な 
アプローチ 

（支援　自助具等）





書く











治療教育的な 
アプローチ 

（支援　自助具等）









聞く





計算する











その他











Chapter 5
機能代替アプローチ

（代替手段で学習へのベースを提供する）



ズーム機能



色を反転



スピーチ（iPad アクセシビリティ）















音声入力



でかキーボード（アプリ）



　mazec手書き（アプリ）



　こどもキーボード（アプリ）









































Chapter 6
まとめ



出来ないことを支援する 

出来るように支援する



現代は百年単位で見ると 
アナログからデジタルへの 
大きな過渡期です 

辞書で調べることも, 
筆算で計算することも, 
ノートに書けることも, 
文書を読めることも, 
記憶できることも 

微妙にまだ必要なスキルなんですよね！ 

でも、今の子どもたちが大人になった時に 
本当に必要な力は・・・・ 



読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です 



代替手段は手軽であればあるほど 
便利です 

アナログ 
⇓ 

デジタル 



子供たちの困り
（アセスメント）

と
支援の引出しを多く持つ

（ノウハウ）
ことがこれからの

特別支援には求められます。
その中の一つのツールがICTです。



参考図書











「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　関連



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種 魔法の言葉

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



http://npo-atds.org

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi


